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　中世においては、都市であれ農村であれ、居住地に
は経済的・法的・社会的に多様な人々が生活する。封
建的支配者層と対峙するのは、基本的には各居住地に
定住し、burgensesと呼ばれる世帯主から構成される共
同体であった。ブルゲンセスの同意によって、領主と
．所領民の関係を成文化した慣習法文書は、実際に各都
市ないし村落に居住する人々の生活を知る上で重要な
史料である。
　ところで、慣習法文書の中で規定されているのはブ
ルゲンセスのみではなく、共同体を直接構成するので
はない人々がそこに現れている。筆者がこれまで検討
してきたエノー伯領の慣習法文書にはその多様な内容
の享受者として、ブルゲンセス以外に、聖人衆、他所
者がみられる。本研究においては、中世低地地方南部
（特にエノー伯領）における他所者（extraneus）を対
象として、都市および村落の住民層の実態を探ること
を目的とする。
　中世低地地方における他所者に関する包括的研究と
しては、J．Gillissen，　Le　statut　des　6trangers　en
Belgique　du　XIIIe　au　XXe　si6cle，　Recueil（ie　lαsoci6t6
Jean　Bodin，10，　L窃rαηger　2，　Bruxelles，1958がみられ
るが、個別の居住地に関する他所者の考察は皆無といっ
てよい。
　他所者の概念は、中世を通して同じではない。各人
が所属する政治権力の広がりと共に変化する。
Ph．Godding，　Le　droit　prεひ6　dαns　les　Pays．Bαs
mtiridionαux　du　12eαu　18e　si壱cle，　Gembloux，1987に
よれば、11・12世紀においては、所領（seigneurie）と
いった比較的狭い範囲の外からの到来者を意味するが、
12世紀末に諸侯領（principaut6）が明確な形をとり、
全体法が制定されていく中で、「くに」（patria）への所
属意識が重なり、そこに属さない人々も他所者と呼ば
れていく。
　ところで、居住地外からやってきて共同体と関わる
人々は、全く見知らぬ、共同体とは無縁の人々なのか。
extraneusの表現はburgensesとは別個のカテゴリーな
のか。本研究の核はその点にあった。
　今年度は、エノー伯領の首邑都市モンスにおける移
住者と都市共同体との関係を検討した（「13世紀末モン
スにおける移住者と都市共同体」『駿台史学j132号）。
エノー地方に限らず、西欧中世都市への移住者の出身
地域をめぐっての研究においては、その多くが都市か
ら5キロー10キロといった距離にある近隣からの到来
者であることが指摘されている。
　モンスに関しては、1295年エノー伯ジャン・ダヴェー
ヌはモンスの都市共同体と協定を結んだが、そこでは、
モンスの人口増加のために、マンモルト（死亡相続税）、
メイユール・カテル（最良家畜税）、外国人財産没収権
を廃止するとされており、文書の発給の意図の一つが
人口誘致であるといえる。これらの人々もしくは彼ら
の祖先がどこから来たのかを担税者リストの分析から
探ってみると、その多くがモンスのプレヴォーテ内、
距離にして約10キロの範囲から来ており、遠地からの
到来者は少ない。これらの出身地は、モンスの状況と
比較すると、慣習法文書はもちろん、他の文書によっ
ても自由を保証される度合いは極めて低く、生活手段
をもたない人々にとって労働力を必要とする都市は強
い吸引力をもったと思われる。日常的にモンスに往来
したことによっても、移動という意識をもつことなく、
彼らは容易に動くことができたと思われる。
　このように見ると、中世の農村的地域における人々
の動きはさほど大きな広がりをもつわけではなく、か
つ困難を伴うものとは見られない。では、burgensesと
extraneusとの相違は何か。　extraneusのままであれば、
burgense が負担する義務を課すことはできない。
xtran usに有益な特典を保証することで、都市の人口
を増大させ、税負担者数を増加させるところに、領主
側の意図があったと思われる。
　次年度においては、このような問題を、市外市民
（bourgeois　forains）を取り上げて、見ていきたい。
